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吉典的 OR からの説皮

ト設タ自動車生産管理部鈴 木村 僻

1. OR (ま進歩したか

私が学校を卒業して今の会社へ入社した項は，

日本のほとんどの文イヒや技術がそうであったよう

に， OR というものが欧米から輸入され，これか

らの企業経営の有力なツールとして嘘法され，犬

舎な期待が害容喰られていた.

私事になるが，大学のゼミ勺， LP の洗礼者ピ受

けたのをきっかけとして，入社してからも， OR

のもつ不思議な魅力にとりつかれ，爵好の志を募

って輪読会を艶き，チャーチマン，アコフ・アー

ノツや，サシーニ・ヤスパン・フリ}ドマンなど

の入門書をはじめとして， ORの教科書をつぎつ

ぎに読破していった.待ち合せ， DP，情報の理

論等々考え方の新鮮さと，数学の専門でないわれ

われに理解できるぎりぎりの額域で，知的欲求を

刺激し興奮させるカをもっていた.

それからお数年経通して，当時のことをふりか

えり，さらに最近のOR誌などで拝見する論文を

比べて克るとき，このお数年ORはいったい遊歩

したのだろうかとし、う疑問を発せざるをえない.

2. 古典的 OR の考え方と

その難大な欠賂

ORの定義を百科辞典によれぽ， rシステムの運

用に関する開題に科学的な方法・技法およびJf.iJt

を適尽して，これを管理する人々に最適の解を奨

換すること j とある，この一般的定義富手本にはな

んら問題はないともいえる.患があえて問題提結

したいのは，この定義の中で， r最適な解」の解釈
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に関することである.

ORの一般的なプロセスとしてはおよそ次のと

おりであろう.

(1)現実のシステムをできるだけ忠実に再現し

たモデルセ作る.

(2) そのシステムの良否を判定する評価の尺肢

を設定し，その尺産を，そのシステムの構成芸審議き

となっているいくつかのパラメータの関数として

表現する.

(3) その評価関数を最大または最小にするよう

なパラメータの績を数学的あるいはその他の挙法

で求めて，これを最適解とする.

そして01ミワ…カ}は，現実のシステム令思突

に再現するそデル作りや，複雑な評価関数の綾適

解またはその近融解を，いかに数学的に品レガン

トな方法で求めるかに良選をあげる.

ところが，現実り経営で法，それらのことを進

める訟にやらなければならない重要な問題が 2 つ

ある.その l つは，複雑なモデルとならざる合え

ない現実に藩践し，いかに単純化して，高等数学

や，コンピ品ータシミュレーションを慣わなくと

も，小学校の算術で解けるように現実の機連帯ピ改

造することである.もう i つは，評価関数を構成

する{節々の係数を吟味して，それらが，評綴関数

の績をよい方向へ向かうように，現実の仕事を改

善することである.

しかも，もっと惑いことには，これらの改m替合

せずして融通解を求め，これにもとづいて政鏑決
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定を行なった場合，改善のニーズをつみとること

になってしまい，無益で、あるぽかりか，有害のそ

しりをまぬがれない.

3. 事例

抽象論では理解しにくい面があると思うので，

いささか，事例をあげて説明することにする.

A工程 B工私『 CT f',\ 

注 →物の流れ

図 -ct ルチステージ，マルチプロダクシヨン

図 l は，よく出てくるマルチステージ，マルチ

プロダクションの模式図である.古典的ORの問

題としては，これらの機械群の稼働効率の最大化

や各品物のリードタイムの最小化としてとりあげ

られる.しかし実際に重要なことは，この複雑な

流れの構造を，図 2 のようにいかに単純化するか

ということが，生産の効率化や， リードタイムの

短縮に大幅に貢献するわけで，このことを無視し

て，最適解を求めてみても，たいして大きな効果

は得られない.
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図 2 工程の流れの単純化

凶 3 は，在庫モデルである.古典的ORでは，

在庫費用と段取り費用の手fIを最小にする形で最適

解が求められる.
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図 3 古典的ORの在庫モデル
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ここでも，最適ロットを計算する前にやること

がある.段取時聞を短縮して，段取費のカーブを

凶 4 のように下へ押し下げることのほうが，全体

の費用の低減に対する効果が大きい.

図 4 段取費用の低減による総費用の低減

しかも現状のコストを是認してロットサイズを

是認することは，段取時間短縮のニーズを消失せ

しめることになる.

在庫モデルにおける安全在庫の決定でもまた同

じことがいえる.古典的ORで、は，現実の需要量

の予測量に対するバラツキを前提として決定され

るが，その前にやらなければならないことは，そ

のバラツキをいかに少なくしてゆくかという工夫

と努力である.

4. これからの OR

以上述べたように今までのORは現状を是認

し，それらを所与の前提として，論を展開する形

が多く， ORはツールの提供だけでそれから先は，

ORの責ではなく経営者の仕事ですよということ

になる.しかし重箱の隅をつつくためのうまいツ

ールをいくら提供してみても，洞察力の鋭い経営

者にはただちに見破られ，使ってもらえない.こ

れからのORは，今まで，所与の前提として見過

してきたものを，いかにとらえてゆくか，高等数

学で、なし、と解けない問題をいかに算術で解けるよ

うに，現実を改造してゆくかというところに重点

を移してし、かないと， 30年前の古典的ORからの

脱皮ははかれそうにもない.
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